
1997年 出上の木簡

蛇尊
喰虜
A
遺
跡

富
山

。

１
　
所
在
地
　
　
　
碁昌
山
県
東
砺
波
郡
井
口
村
蛇
喰

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
六
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
井
口
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
神
保
孝
造

・
境
　
洋
子

盆
昌
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
、
九
世
紀
末
―

一
〇
世
紀
初
頭
、　
三
二
世

紀
後
半
―

一
五
世
紀
、　
一
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

蛇
喰
Ａ
遺
跡
は
、
富
山
県
の
西
部
を
北
流
す
る
小
矢
部
川
の
支
流
、
山
田
川

に
注
ぐ
赤
祖
父
川
と
、
旅
川
に

続
く
千
谷
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
扇
状
地
の
低
位
段
丘
上
に

位
置
す
る
。
遺
跡
の
西
側
は
、

小
さ
な
浸
食
谷
に
面
し
、
東
側

を
赤
祖
父
川
が
流
れ
る
地
形
で
、

端

そ
の
両
者
に
挟
ま
れ
た
高
台
に

城

当
遺
跡
が
立
地
し
て
い
る
。　
一

帯
は
、
標
高

一
一
六
ｔ

一
二
六

ｍ
の
水
田
地
帯
で
、
村
の
中
心
街
よ
り
東
に
五
臨
の
距
離
を
お
く
。
周
辺
の
遺

跡
と
し
て
は
、
蛇
喰
Ａ
遺
跡
の
北
西
約
三
〇
〇
ｍ
に

一
三
世
紀
後
半
１

一
六
世

紀
の
平
城
で
あ
る
井
回
城
跡
が
近
接
す
る
ほ
か
、
周
囲
に
は
、
蛇
喰
正
覚
寺
、

井
口
Ａ
、
池
尻
な
ど
数
多
く
の
遺
跡
が
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
世

の
集
落
や
館
跡
で
、
当
遺
跡
も
含
め
、
そ
の
成
立
が
井
口
城
の
消
長
と
深
く
関

わ
っ
た
遺
跡
群
と
み
ら
れ
て
い
る
。

蛇
喰
Ａ
遺
跡
の
調
査
は
、
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備

（区
画
整
理
型
）
事

業
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
、
農
道

。
用
排
水
路
及
び
面
工
事
に
係

る
三
六
〇
〇
活
で
あ
る
。

一
帯
は
か
つ
て
の
園
場
整
備
の
影
響
が
顕
著
で
、
遺
構
の
遺
存
状
態
は
良
好

と
は
い
え
な
い
が
、
お
お
よ
そ

一
三
世
紀
後
半
１

一
四
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
あ
る
。　
一
辺
約
四
〇
ｍ
を
測
る
方
形
の
屋
敷
区
画
群
を
は
じ
め
、
各
区

画
内
か
ら
合
わ
せ
て
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
溝
三
条
、
井
戸
七
基
、
土
坑
九
〇
基

な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
ニ
Ｏ
箱
程
度
で
あ
る
。
中
世
の
木
製
品
が
大
半

を
占
め
、
他
に
、
縄
文
土
器

・
石
器
、
須
恵
器
、
土
師
質
小
皿
、
珠
洲
、
八
尾
、

青

・
自
磁
、
さ
ら
に
越
中
瀬
戸

。
伊
万
里
を
含
む
近
世
陶
磁
器
、
砥
石
、
古
銭

な
ど
石
製

・
金
属
製
品
も
あ
る
。
木
製
品
の
遺
存
状
況
は
お
お
む
ね
良
好
で
、

種
類
と
し
て
は
、
漆
器
椀

・
箸

・
曲
物

・
曲
物
柄
杓

・
下
駄

・
横
笛

（竹
製
口∪

な
ど
が
あ
り
、
今
回
報
告
の
呪
符
と
塔
婆
二
点
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
い
ず
れ
も
、

井
戸
や
溝
内
出
上
の
も
の
が
多
い
。



呪
符
い
は
、
直
径
約

一
ｍ
深
さ

一
・
二
ｍ
の
素
掘
り
の
円
形
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇

一

か
ら
、　
一
方
塔
姿
②
Ｏ
は
、
直
径

一
ｍ
深
さ
○

・
七
ｍ
の
素
掘
り
の
円
形
井
戸

Ｓ
Ｅ
〇
三
か
ら

一
括
し
て
出
上
し
た
。
い
ず
れ
も

一
四
世
紀
代
の
井
戸
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｅ
〇

一

ω

　

「（符
篠
）
急
ミ
如
律
令
」
　
　
　
　
　
　
　
　
］『受
『契
］
目

Ｓ
Ｅ
〇
三

②　
。「＜ミ
碇
頓
】悧爾
珀胴
―‐―‐
‐‐‐‐
―‐‐‐―――‐
Ш

「
＜
必
淳
と
と
，
回
□
違
浮
ｈ
り
は

，
レ
悌
と
い
□
ヽ
■
い
た
と
字

①　
。「＜貫
荘
Щ
甲畑預
閾
酌
酎
和
剛
剛
剛

。「＜戴
繭
姐離
”
玲齢韓
叫
齢旧
掴
□
　
　
（昼
ｙ
］契
］
冨

ω
は
天
刑
星
呪
符
と
考
え
ら
れ
る
。
上
部
を
平
坦
に
切
り
、
下
半
分
を
細
く

削
る
が
、
最
先
端
部
分
を
平
坦
に
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、
左
右
側
縁
中
央

や
や
上
部
分
に
小
さ
な
竹
釘
あ
る
い
は
木
釘
が
貫
通
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
何
か

に
打
ち
付
け
て
使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
Ｐ
釦
〇
）
×
∞
酌
×
∞
　
ｏ
⇔
Ｈ

剪
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上
部
に
は
人
物
と
覚
し
き
大
小
二
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
き
い
方
の
人
物

は
上
半
身
裸
体
、
下
半
身
は
膝
ま
で
裳
が
あ
り
、
膝
下
が
露
出
し
て
い
る
。
顔

の
部
分
は
頭
部
に
鉢
巻
き
様
の
も
の
を
配
し
、
顔
面
部
分
に
は
日
鼻
に
あ
た
る

も
の
が
な
く
、
「
口
」
字
形
が
四
個
横

一
列
に
並
ん
で
い
る
。
小
さ
い
方
の
人

物
は
上
半
身
裸
体
、
下
半
身
は
両
足
と
も
太
腿
ま
で
露
出
し
、
腰
部
分
だ
け
布

が
巻
か
れ
、
揮
様
の
も
の
を
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
着
衣
は
、

中
世
の
絵
画
資
料
に
み
ら
れ
る
明
王

・
鬼
神
の
着
衣
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
小
人
物
は
大
人
物
の
手
の
先
に
描
か
れ
、
そ
の
手
に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
様
子
は
、
文
化
庁
蔵
の
牌
邪
絵
の
疫
鬼
を
食
べ
る

天
刑
星
の
図
を
紡
彿
と
さ
せ
、
大
人
物
は
天
刑
星
に
あ
た
る
可
能
性
が
高
い
。

下
半
に
は
符
篠
と

「急

ヽ
如
律
令
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
符
篠
は

「
口
」
三

個
が
横
に
並
び
、
そ
の
下
に
横
線
が

一
条
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に

「
戸
」
の

下
に

「鬼
」
が
二
個
並
列
す
る
。

②
Ｏ
は
同
タ
イ
プ
の
塔
婆
で
、
頭
部
を
圭
頭
状
に
尖
ら
せ
、
頭
部
両
側
面
か

ら
二
段
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
下
端
部
は
、
欠
損
の
た
め
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
両
頭
の
塔
婆
と
な
る
可
能
性
を
残
す
。

文
字
は
い
ず
れ
も
両
面
に
梵
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
②
は
、
表
面
頭
部
に
大

き
く
梵
字
ア

（「大
日
如
来
」
の
種
子
・
通
種
子
）
を
配
し
、
そ
の
下
に
二
行
で
梵

字
光
明
真
言
を
記
し
て
い
る
。
下
半
分
の
墨
書
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
残
り
の

良
い
裏
面
の
墨
書
を
参
照
す
る
と
、
右
行
が
オ
ン
か
ら
グ
ラ
ま
で
、
左
行
が
マ

か
ら
ウ
ー
ン
ま
で
で
、
中
央
下
に
終
止
符
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
裏
面
に
も



表
面
と
同
書
式
で
光
明
真
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
は
表
面
と
は
天
地
逆
に

墨
書
し
て
お
り
、
表
面
の
記
載
が
終
わ
り
裏
返
す
時
、
横
方
向
で
は
な
く
、
縦

方
向
に
裏
返
し
て
い
る
。
ま
た
、
光
明
真
言
の
上
部
に
は
、
表
面
と
同
様
の
ア

と
考
え
ら
れ
る
梵
字
の
一
部
を
残
し
て
い
る
。
①
は
、
遺
存
状
態
が
や
や
悪
い

が
内
容

・
書
式
と
も
に
②
と
同
じ
で
あ
り
、
大
き
さ
も
似
か
よ
る
こ
と
か
ら
同

時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

切
①
に
記
さ
れ
た
光
明
真
言
は
、
死
者
の
菩
提
回
向
及
び
現
世
の
増
益
息
災

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
真
言
で
あ
り
、
密
教
の
灌
頂
に
際
し
て
の
聖
句
で
、
日

常
誦
持
す
る
代
表
的
明
呪
で
も
あ
る
。
葬
送
次
第

『
二
巻
章
』
に
よ
れ
ば
三
反

あ
る
い
は
二

一
反
読
む
こ
と
が
み
ら
れ
、
本
例
の
場
合
も
本
来
は
さ
ら
に
複
数

の
塔
婆
が
同
時
に
作
ら
れ
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

呪
符
ω
の
願
意
も
光
明
真
言
塔
婆
②
①
と
の
関
連
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
場
合
葬
送
あ
る
い
は
供
養
に
関
わ
る
と
み
る
の
が
順
当
で
あ
る
が
、
①
が

天
刑
星
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
普
通
に
は
疫
病
退
散
の
願
意
が
考

え
ら
れ
、
年
中
行
事
儀
礼
あ
る
い
は
習
俗
の
側
面
か
ら
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
側
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
藤
澤
典
彦
氏
に
よ
る
。

内
容
は
、
藤
澤
氏
の
報
文
よ
り
抜
粋

。
加
筆
し
た
。

９
　
関
係
文
献

井
回
村
教
育
委
員
会

『県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備

（区
画
整
理
型
）
事
業

に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
　
蛇
喰
Ａ
遺
跡
』
全

九
九
八
年
）

（神
保
孝
造
）

木

簡

研

究

第

買

号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
孝

一
九
九
三
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官
跡
　
平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
四
坪
　
薬
師
寺
旧
境
内
　
大
安
寺

旧
境
内
　
興
福
寺
旧
境
内
　
東
大
寺
　
阪
原
阪
戸
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡

右
京
九
条
四
坊
　
飛
鳥
京
跡
　
定
林
寺
北
方
遺
跡
　
金
剛
寺
遺
跡
　
下
茶
屋
遺
跡

長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
三
町
　
大
坂
城
跡
ω

大
坂
城
跡
②
　
大
坂
城
下
町
跡
　
若
江
遺
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
⑪
　
袴

狭
遺
跡
②
　
砂
入
遺
跡
　
祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
木
梨

・
北
浦
遺
跡

藤
江
別
所
遺
跡
　
阿
形
遺
跡
　
伊
勢
寺
遺
跡
　
御
殿

。
二
之
宮
遺
跡
　
東
中
館
跡

長
崎
遺
跡
　
八
幡
前

。
若
宮
遺
跡
　
大
宮
遺
跡
　
一二
堂
遺
跡
　
鴨
田
遺
跡
　
大
成

亥
遺
跡
　
杉
崎
廃
寺
　
一死
総
社
寺
田
遺
跡
　
南
Ａ
遺
跡
　
安
子
島
城
跡
　
山
王
遺

跡
　
今
塚
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
福
井
城
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一戸
水
大
西
遺

跡
　
西
念

・
南
新
保
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
宮
長
竹
ヶ
鼻
遺
跡
　
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺

跡
　
円
城
寺
前
遺
跡
　
古
市
遺
跡
　
郡
山
城
下
町
遺
跡
　
周
防
国
府
跡
　
初
瀬
遺

跡
　
船
戸
遺
跡
　
ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
　
原
の
辻
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
六
）

平
城
京
跡
左
京

一
条
三
坊
十
五

・
十
六
坪

沖
縄
の
呪
符
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
里
純

一

い
ま
に
息
づ
く
呪
符

・
形
代
の
習
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
義
雄

文
書
木
簡
は
い
つ
廃
棄
さ
れ
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
隆
雄

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
畳
の
頭
板
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
勝
紀

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
荷
札
木
簡
の

一
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
景
二

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円


